
「eラーニングの運用に向けた基本方針」を踏まえ、「有明の丘研修（第１期・第２
期）」において、eラーニング「事前学習」を実施（試行）した。実施に向けては、昨年

度の課題を改善するとともに、「研修指導要領」と整合するように教材（テキスト・テ
スト）を作成・改善した。

５. eラーニングの開発・運営

「防災スペシャリスト養成」 企画検討会 報告書 (平成31年3月)

「ADDIEモデル」とカーク
パトリックの「４段階評価
モデル」を組み合わせた
「研修の評価・改善の体
系」に基づき、 「防災ス
ペシャリスト養成研修」
の能力評価に向けた調
査として、研修受講後の
実態調査を実施すること
とし、レベル３として修了
者へのアンケート及びヒ
アリング、レベル４として
組織へのヒアリング調査
を行った。

４.能力評価（個人/組織）の仕組みの検討

■ 有明の丘研修の講座の見直し

「有明の丘研修（第１期・第２期）」の実施に向けて、昨年度の研修結果や災害対
応上の課題や教訓等を踏まえて講座の見直しを行った。

■地域別総合防災研修の見直し

昨年度に整理した地域別総合防災研修の課題への対応について、改善事項か今
後の見直し事項かを検討した。改善となった事項は、今年度の地域別総合防災研
修で改善した。

１.研修体系の見直し・検討

本検討会での検討の基礎資料として提供した。今年度は、知識の体系に影響を
与えるような大きな見直しはなかった。

３. 知識体系の整備

■平成30年度版「研修指導要領」の整備
第１期では「確認テスト」を通じて、第２期ではeラーニングの教材開発を通じて、

「研修指導要領」の見直しを行った。また、「有明の丘研修（第１期・第２期）」の各
コースの構成に合わせて、期ごとに「研修指導要領」を作成した。

■標準テキストの整備

「有明の丘研修（第１期・第２期）」の見直し結果に合わせて標準テキスト及び総論
の標準テキストを修正した。

２.研修指導要領及び標準テキスト等の整備

今年度の有明の丘研修等や企画検討会での検討を
通じて捉えた問題や課題について、次年度以降も引
き続き検討することとした。

＜今後の課題＞

１．研修体系の見直し・検討

１-１．研修指導要領及び標準テキスト等の整備

１-２．能力評価（個人/組織）の仕組みの検討

１-３．eラーニングの開発・運営

２．人的ネットワークの活性化

３．知識の体系の整備

７.課題と今後の検討

昨年度の人的ネットワークの構築状況に関するアン
ケートの結果を踏まえ、人的ネットワークの活性化の
方策について検討し、名刺交換会や演習時の班メン
バーの入れ替えなどの取組みをコーディネーターの
考えに沿って「有明の丘研修（第１期・第２期）」で実
施した。

６. 人的ネットワークの活性化

• 地⽅が研修を⾃⽴して実施

内 閣 府

地 ⽅

研修プログラムの設計・開発
【内閣府で実施】

地域研修（仮称）の企画・運営
【内閣府⇒地⽅に段階的に移⾏】

Ｈ
30
年
度

当
面

（Ｈ
31
年
度
〜
）

•地域別総合防災研修カリキュラム
•講師派遣
•研修テキスﾄ、テスト、アンケート
•募集事務、研修準備
•研修当⽇運営、結果まとめ

•基本形カリキュラムの設定

•地⽅プログラム（開発）
研修指導要領
標準テキスト
テスト

•講師養成プログラム開発
•講師養成コース開発
•公開⽤ｅラーニング開発
•研修の能⼒評価

移
行
期
間

将
来

地域研修（仮称）を実施しながら
地域研修（仮称）のあるべ
き内容、望ましいスキーム
を把握

• 内閣府が研修を企画・運営（地域別総合防災研修）

• 企画調整
• 会場確保
• 募集事務
• 運営
• 講師調整
• 公開ｅラーニングの活⽤

• 「基本形」カリキュラムの提供
• 主たる運営を実施

内 閣 府

• 企画調整
• 会場確保
• 募集事務

• 「地⽅プログラム」の提供
• 企画調整⽀援
• 講師紹介、派遣⽀援
• 運営⽀援

内 閣 府

来年度以降の地域研修（仮称）の進め方のイメージ

日
程

時間 単元
手
法

一
日
目

9：15～9：30 オリエンテーション

1限目
9：30～10：45

防災行政概要
(75分)

座

2限目
10：55～11：40
11：40〜12：25

災害法体系 (45分)
防災計画 (45分)

座

3限目
13：25～14：40

地域の災害特性
(75分) 座

4限目・5限目
14：50～17：30

災害対応過程と
態度を学ぶ

(150分＋10分休憩)
演

二
日
目

1限目
9：30～10：40

警報避難の枠組
(70分)

座

2限目
10：50～12：00

被災者支援の枠組み(1)
(災救法と避難生活支援) 

(70分）
座

3限目
13：00～14：10

被災者支援の枠組み(2)
(仮設住宅と生活再建支

援) (70分）
座

4限目
14：20～16：30

災害対策本部に
おける対応

(120分＋10分休憩)
演

5限目
16：40～17：30

全体討論（ふりかえり）
(50分)

演

有明の丘研修
コース

基本カリキュラム（案）

①防災基礎

②災害への備え

③警報避難

④応急活動・
資源管理

⑤被災者支援

⑥復旧・復興

⑦指揮統制

⑧対策立案

⑨人材育成

⑩総合監理

：基本単元 ：調整単元

※調整可

※調整可

※調整可（地域に応じた内容で実施）

地域研修（仮称） 基本カリキュラムの考え方のイメージ

ADDIEモデル

分析（研修） 設計（コース） 開発（単元） 実施（運営）

・求める人材像
・求める能力
・コースの編成

・コースの単元割り（コー
ス構成表）
・教える内容（研修指導要
領（知識の体系））
・人的ネットワークの構築
・事前学習

・各単元の内容（研修手法、
標準テキスト、テスト）
・講師

・集合研修 （環境・施設、
時期・時間、運営内容・方
法）
・eラーニングの運営
（LMS、運営内容・方法）

４
段
階
評
価
モ
デ
ル

レベル1

反応
受講者の
満足度

アンケート 受講後

単元毎

受講者
講師

コーディネーター
講師

終了時
受講者

コーディネーター
受講者

コーディネーター

レベル２

学習
研修内容

の理解度
テスト 受講後

単元毎 受講者

終了時 受講者

レベル３

行動
仕事上の

行動変容
アンケート 一定期間経過後

レベル４

結果

組織の

目標に対
する効果
（業績）

ヒアリング 一定期間経過後

「防災スペシャリスト養成研修」 の効果を把握するための評価手法 (レベル3,4)

⽬標
何を⽬指すか

コース
何を教えるか

単元
どう教えるか

運営
研修をどう運営するか

評価する内容
（改善の対象）

レベル / 効果 / 評価ツール / 評価時期

修了者アンケート

ヒアリング

研修の評価・改善の体系に基づく評価手法の選択

アンケート調査結果 変化を促した要因と思われる事項 eラーニングのテキストと研修指導要領の関係

■今後の研修のあり方の検討

これまでの「有明の丘研修」及び「地域別総合防災研修」の過去の研修成果や課題等の整理・分析を通じて、次年度以降、より効果的な研修を実
施するために、今後の防災スペシャリスト養成研修のあり方について検討し、地域研修（仮称）の実施方針、基本カリキュラム、実施方法の骨子を
検討した。
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